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脳
は
人
間
の
活
動
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
る
司
令
塔
で
す
。

認
知
症
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原

因
で
脳
の
細
胞
が
損
傷
を
受
け

た
り
、
働
き
が
悪
く
な
っ
た
り

す
る
こ
と
で
認
知
機
能
が
低
下

し
、
日
常
生
活
に
支
障
が
出
る

状
態
を
い
い
ま
す
。

　

認
知
症
を
引
き
起
こ
す
病
気

の
う
ち
最
も
多
い
の
は
、
細
胞
が

ゆ
っ
く
り
と
死
ん
で
脳
が
委
縮

す
る
「
変
性
疾
患
」
と
い
う
病
気

で
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
、
レ
ビ
ー
小

体
型
認
知
症
、
前

頭
側
頭
型
認
知
症

な
ど
が
そ
れ
に
あ

た
り
ま
す
。

　

次
に
多
い
の
が
、
脳

塞
、

脳
出
血
、
脳
動
脈
硬
化
な
ど
の

脳
血
管
疾
患
の
た
め
に
、
そ
の

部
分
の
神
経
細
胞
が
死
ん
だ
り
、

神
経
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
壊
れ

た
り
し
て
し
ま
う
脳
血
管
性
認

知
症
で
す
。

　

認
知
症
の
人
に
見
ら
れ
る
症

状
の
一
つ
が
「
記
憶
障
害
」。
症

状
が
進
行
す
る
と
、
物
事
を
理

解
す
る
力
や
判
断
す
る
力
が
無

く
な
っ
て
、
日
常
生
活
に
支
障

が
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

C
lose U

p

加齢によるもの忘れと認知症の記憶障害との違い

チェック 加齢によるもの忘れ 違い 認知症の記憶障害 チェック

経験した一部を忘れる 経験したこと全体を忘れる

物の置き場所を思い出せないことがある 置き忘れ・紛失が頻繁になる

何を食べたか思い出せない 食べたこと自体を忘れている

約束をうっかり忘れてしまった 約束したこと自体を忘れている

もの覚えが悪くなったように感じる 数分前の記憶が残らない

曜日や日付を間違えることがある 月や季節を間違えることがある

【中核症状】
記憶や判断力、時間や場所の認識など、認知機能が損
なわれる認知症の人なら誰でも現れる症状です。
①記憶障害…ものごとを思い出せない
②見当識障害…時間や場所が分からなくなる
③理解・判断力障害…理解力、判断力、思考力の低下
④実効機能障害…計画を立てて段取りできなくなる

【周辺症状】
中核症状が原因で起きた周囲との関わり方、環境、自
身の性格などが関係して引き起こされる症状です。
①妄想・幻覚・徘徊
②攻撃的な言動
③入浴、更衣、排泄、食事の混乱
④自信の喪失

穏やかに進行

脳に特殊なタンパク質がたまり、神経細胞が
減って起こる。記憶障害が著しく、認知症患者
の半数以上を占める。初期段階では、薬で症状
の進行を遅らせることができる

理性の制御が困難に

脳の前頭前野を中心に傷つき、理性や感情の
コントロールが難しくなる。特徴を理解し、周
囲と良い関係を築けるよう環境を整える

パーキンソン症状と関連

認知症とパーキンソン症状を主症状とする幻
覚や錯覚が現れやすい。転倒にも注意が必要。
症状に合わせた薬を服用する他、パーキンソ
ン症状に対するリハビリを行う

脳血管の障害による

高血圧や糖尿病などによる脳 塞や脳出血が
原因。原因となった脳血管障害の治療と再発
予防、薬物療法が一般的な治療法

Close Up

～あなたの思いやりが　患者さんのいのちを救います～
▶助成対象者【

（公財）日本骨
髄バンク（以下

、バンク）

で骨髄などを
提供した人で

次の全てに該
当する人】

①骨髄などの
提供日に町内

に住所を有し
ている

②勤務先にド
ナー休暇制度

がない

③他の自治体
などから助成

金などの交付
を受けてい

　ない
④町税の滞納

がない

※最終同意後
に提供が中止

になった人も
対象になり

　ます。
▶助成内容　

骨髄・末梢血幹
細胞の提供に

係る通院

　や入院また
は面談に要し

た日数×２万
円（上限14

　万円）
▶申請方法　

提供を行った
日または提供

最終同意日

　から60日以
内に必要書類

を保健センタ
ーに提出

　する
▶申請・問合先

　保健センタ
ーＧ88-5533

骨髄移植ドナー
町では、骨髄などを提供した人の経済的負担を軽減し、ドナー登録者
の増加や骨髄などの移植を推進するため、骨髄・末梢血幹細胞の提供
をした人に助成金を交付しています。

保健センターからのお知らせ

■
知
っ
て
い
ま
す
か
？
骨
髄
移
植

　
私
た
ち
の
体
内
を
循
環
す
る
血

液
は
、
全
身
に
酸
素
や
栄
養
素
を

運
ん
だ
り
、
老
廃
物
を
体
か
ら
排

除
し
た
り
す
る
な
ど
生
き
て
い
く

た
め
に
必
要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
血
液
を
作
っ
て
い
る
の
が
、

骨
の
内
部
に
あ
る
『
骨
髄
』。
ま
た

骨
髄
中
に
は
、
赤
血
球
や
白
血
球
、

血
小
板
と
い
っ
た
血
液
細
胞
の
も

と
に
な
る
『
造ぞ

う
け
つ血

幹か
ん
さ
い
ぼ
う

細
胞
』
が
多

く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
造
血
幹
細
胞
に
異
常
が
起

こ
り
、
正
常
な
血
液
が
造
れ
な
く

な
る
病
気
が
白
血
病
な
ど
の
血
液

疾
患
。
こ
う
し
た
疾
患
の
治
療
法

の
一
つ
と
し
て
『
骨
髄
移
植
』
が

あ
り
ま
す
。

■
誰
か
の
命
を
救
う
一
助
に

　
赤
血
球
に
Ａ
・
Ｂ
・
Ｏ
・
AB
の

種
類
が
あ
る
の
と
同
様
に
、
白
血

球
に
も
型
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
組

み
合
わ
せ
は
数
万
通
り
。
造
血
幹

細
胞
移
植
を
行
う
に
は
、
そ
の
型

が
適
合
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
患
者
さ
ん
が
独
自
で

探
す
の
は
至
難
の
業
で
す
。

　

そ
こ
で
、
適
合
す
る
ド
ナ
ー
が

見
つ
か
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
行

わ
れ
て
い
る
の
が
、
骨
髄
バ
ン
ク

事
業
。
あ
な
た
の
骨
髄
が
、
誰
か

の
命
を
救
う
こ
と
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ド
ナ
ー
登
録
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

～あしたのママへ、悩めるあなたを応援します～

特定不妊治療・不育症治療
町では、特定不妊治療・不育症治療を受けた夫婦の経済的な負担を軽
減するために、治療費の一部助成を実施しています。本年度の申請期
限は、平成30年3月30日㊎までです。早めの申請をお願いします。

▶対象【次の全てに該当する夫婦】①法律上の婚姻関係にある②夫婦の一方または双方が1年以上町内に住所を有する
③町税の滞納がない④医療保険以外の治療法によって、特定不妊治療(体外
　受精・顕微授精)もしくは不育症治療をした
▶助成金額　
【特定不妊治療】自己負担金額の2分の1の額（上限10万円）
※県の助成を受けた人は助成額を差し引いた金額の2分
　の1の額。
【不育症治療】
自己負担金額の2分の1の額(上限30万円)
▶助成回数　年度あたり1回(通算して5回まで)
▶申請方法　1回の治療が終了した日の属する月の翌
　月から6か月以内に必要書類などを添えて申請する
※必要書類などは助成を受ける人の状況により異なり
　ます。まずは保健センターにお問い合せください。
▶申請・問合先　保健センターＧ88-5533

特定不妊治療･不育症治療の助成

骨髄移植ド
ナー助成金

の交付

ののの

■
不
妊
症
の
コ
ト

　
不
妊
症
は
、健
康
な
男
女
の
カ
ッ

プ
ル
が
妊
娠
を
希
望
し
、
避
妊
を

せ
ず
に
性
生
活
を
営
ん
で
２
年
間

を
過
ぎ
て
も
妊
娠
し
な
い
場
合
を

言
い
ま
す
が
、
臨
床
的
に
は
１
年

間
営
ん
で
も
妊
娠
し
な
い
場
合
、

不
妊
症
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
夫
婦
の
事
情
に

よ
っ
て
も
判
断
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
専
門
の
医
師
に
相
談

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
不
育
症
の
コ
ト

　
一
般
的
に
、
妊
娠
は
す
る
も
の

の
流
産
や
死
産
、
新
生
児
死
亡
を

２
回
以
上
繰
り
返
し
、
赤
ち
ゃ
ん

を
持
て
な
い
場
合
を
不
育
症
と
言

い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
不
育
症

研
究
班
の
調
査
に
よ
れ

ば
、
日
本
で
は
妊
娠
し

た
女
性
の
40
％
が
生
涯

に
流
産
を
経
験
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

不
育
症
の
原
因
は
さ

ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
が
、

流
産
を
繰
り
返
す
人
は

検
査
や
治
療
に
よ
っ
て

85
％
が
無
事
に
出
産
に

た
ど
り
つ
く
こ
と
も
分

か
っ
て
い
ま
す
。
も
し

か
し
て
、
と
思
っ
た
ら

専
門
の
医
師
に
相
談
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

ドナー登録についての
詳しい情報は

(公財)日本骨髄バンクの
ホームページを
ご確認ください
http://www.jmdp.or.jp/reg/

詳しい情報は下記ホームページでご確認ください
■不妊症について Ｐhttp://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000047346.html/
■不育症について Ｐhttp://fuiku.jp/

(不妊症について）　
QRコード

(不育症について）　
QRコード
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認知症の人や家族を支える仕組みを活用しよう！

▶期　日　1月17日㈬、2月21日㈬、3月14日㈬
▶時　間　午後2時～3時30分
▶会　場　特別養護老人ホームまがたまの里　地域交流ホール
▶参加費　100円（飲食代など）

認知症の人と家族、地域住民、専門職、認知症に関心がある人など、誰
もが気軽に参加でき、交流や相談ができる場として「オレンジカフェ
（認知症カフェ）」が始まります。お茶やお菓子を食べながら情報交換
やレクリエーションを行い、リフレッシュをしてみませんか。

　

邑
楽
町
の
65
歳
以
上

の
人
口
は
７
、
８

３
７
人
（
平
成
29
年
３

月
31
日
現
在
）
で
、
高

齢
化
率
は
29
・
２
％
と
い

う
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て

い
ま
す
。
認
知
症
の
発

症
率
は
高
齢
に
な
る
ほ

ど
高
く
な
っ
て
い
て
、
認

知
症
に
関
す
る
相
談
も
増

え
て
い
ま
す
。

　

内
閣
府
の
平
成
28
年
版
高
齢

社
会
白
書
に
よ
る
と
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
認
知
症
患
者
数

は
、
平
成
24
年
で
４
６
２
万
人

（
約
７
人
に
１
人
）
で
し
た
。
そ

れ
が
平
成
37
年
に
は
７
３
０
万

人
（
約
５
人
に
１
人
）
に
な
る

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
診
断
は
初
期
ほ
ど

難
し
く
、
専
門
の
医
療
機

関
で
の
受
診
・
検
査
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

認
知
症
の
早
期
発
見
、
早
期

受
診
、
早
期
治
療
は
そ
の
後
の

認
知
症
の
人
の
生
活
を
左
右
す

る
非
常
に
重
要
な
と
こ
ろ
で
す
。

認
知
症
は
ど
う
せ
治
ら
な
い
か

ら
医
療
機
関
に
か
か
っ
て
も
仕

方
な
い
と
い
う
誤
っ
た
考
え
方

は
改
め
ま
し
ょ
う
。
薬
や
身
体

活
動
を
高
め
る
リ
ハ
ビ
リ
で
治

療
し
た
り
、
症
状
の
進
行
を
遅

ら
せ
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
予
防
に
は
、
脳
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
「
ど

う
刺
激
あ
る
日
常
を
送
る
か
」

が
重
要
で
す
。

　

外
に
出
て
人
と
会
い
、
友
人
や

家
族
と
笑
っ
て
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。
人
の
役
に
立
つ
こ
と
を

日
課
に
し
て
、
た
く
さ
ん
ほ
め
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

運
動
を
継
続
的
に
行
い
、

習
慣
化
さ
せ
る
こ

と
も
大
変
効
果

的
で
す
。

Close Up

認
知
症
で
あ
る
こ
と
を
本
人

も
家
族
も
受
け
入
れ
る
ま

で
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
悩
や

葛
藤
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。
認

知
症
の
人
は
何
も
分
か
っ
て
い

な
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

実
は
周
囲
が
気
付
く
前
か
ら
本

人
は
何
か
が
お
か
し
い
と
気
付

き
、
そ
の
不
安
か
ら
苦
し
ん
で

い
る
場
合
が
多
い
と
い
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
家
族
や
周
囲
の
人

が
認
知
症
に
つ
い
て
学
び
、
理

解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

認
知
症
を
正
し
く
理
解
す

る
方
法
の
一
つ
に
「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
の

受
講
が
あ
り
ま
す
。
認
知
症
に

関
す
る
正
し
い
知
識
と
理
解
を

身
に
付
け
た
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」
を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

　

日
常
生
活
の
中
で
認
知
症
の

人
と
出
会
っ
た
と
き
に
、
そ
の

人
の
尊
厳
を
損
な
う
こ
と
な
く
、

適
切
な
対
応
を
す
る
こ
と
で
、

認
知
症
の
人
と
認
知
症
の
人
を

介
護
す
る
家
族
を
見
守
り
、
応

援
者
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
ず
、
認
知
症
の

こ
と
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

認
知
症
の
人
へ
の
援
助
に

は
、
認
知
症
を
理
解
し
、

さ
り
げ
な
く
援
助
で
き
る
対
応

力
が
必
要
で
す
。
交
通
機
関
や

店
な
ど
に
、
温
か
く
見
守
り

適
切
な
援
助
を
し
て
く
れ

る
人
が
い
れ
ば
、
外
出
も

で
き
、
自
分
で
や
れ
る
こ
と

も
増
え
る
で
し
ょ
う
。

　

対
応
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「
驚

か
せ
な
い
」「
急
が
せ
な
い
」「
自

尊
心
を
傷
つ
け
な
い
」
の
３
つ

の
「
な
い
」
が
あ
り
ま
す
。
ま

ず
見
守
り
、
相
手
に
目
線
を
合

わ
せ
、
や
さ
し
い
口
調
で
声
を

掛
け
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
よ

く
話
を
聞
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

誰
で
も
自
分
や
家
族
が
認
知

症
に
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
健
康
な
人
の
心
情
が
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
の
と
同
じ

よ
う
に
、
認
知
症
の
人
の

心
情
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
「
認
知
症
の
人
が
い
る
」

の
で
は
な
く
、
そ
の
人

が
認
知
症
に
な
っ
た
だ

け
で
す
。
地
域
で
理
解

し
て
、
支
え
合
う
こ
と

が
大
切
で
す
。

オレンジカフェ
誰もが気軽に話せる憩いの場

役場健康福祉課Ｇ47-5021　町地域包括支援センターＧ80-9300
問合先

特別養護老人ホーム まがたまの里
邑楽町大字狸塚1040番地1

Ｇ89-0011 （午前9時～午後5時30分）
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参考資料：平成28年版高齢社会白書（内閣府）

65歳以上の認知症患者数の推計
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新オレンジプラン

「　　　　　　」 認知症初期集中支援チームがサポート
認知症の早期診断・早期対応のためにチ
ーム員が家庭を訪問し、初期の支援を集
中的に行い、自立生活をサポートします。
▶対象　町内在住で在宅生活をしている
40歳以上で、次のいずれかに該当する人
①認知症の診断を受けていない
②医療サービスや介護サービスを利用して
いない、または中断している

特別なことをする人ではありません
認知症サポーター

認知症サポーターが身
に付けるオレンジリン
グは「認知症の人を応

援します」という意思を示す目印です。
認知症サポーターは、認知症を正しく理
解し、認知症の本人や家族を支え、正しく
接してくれる人たちです。

町地域包括支援センター
社会福祉士、保健師、主任ケアマ
ネジャーなどが連携して高齢者
のさまざまな相談に応じ、支援に
つなげます。

徘徊高齢者等探索システム
認知症高齢者を介護する家族などの負担軽
減を目的に、GPS端末による徘徊探知機器

を貸し出します。申し込み
は役場健康福祉課へ。
▶対象　町内在住でおおむ
ね65歳以上の認知症高齢者
などを介護する人
▶費用　月額1,000円

認知症ケアパス
認知症ケアパスは、認
知症への理解を広め、
自分や家族が認知症に
なったときに、いつ、ど
こで、どのような医療・
介護サービスを受ければいいのかの流れを
標準的に示したものです。邑楽館林の1市5
町では、共同で認知症ケアパスとして「認知
症ガイドブック」を作成し、配布しています。

認知症サポーター養成講座
認知症に対する正しい知識と理解を持
ち、地域で認知症の人やその家族をでき
る範囲で手助けする認知症サポーターを
養成するための講座を開催しています。

▶期日　1月16日㈫
▶時間　午後1時30分～3時
▶会場　役場3階大会議室
▶申込・問合先　町地域包括支援センター
（役場健康福祉課内）Ｇ80-9300

認知症地域支援推進員
町地域包括支援センターに認知症地域支援推進員を
配置しました。推進員は、医療機関や介護サービスと
地域の支援機関が連携していくための支援や、認知
症の人とその家族への相談支援を行います。

ORA  TOWN＊ Public Relations


